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○議長（茅沼隆文） 

 日程第４、議案第２３号、平成２４年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。  

予算書の説明を担当課長に求めます。  

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

それでは、１ページをご覧ください。 

議案第２３号、平成２４年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）。 

平成２４年度開成町の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条。既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，１５１万８，００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８，１９８万２，００

０円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

平成２５年３月５日提出、開成町長、府川裕一。 

では、次のページをお開きください。  

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入。３款国庫支出金から５款県支出金、７款繰入金までで、補正額１，１５１

万８，０００円の減、補正後額７億８，１９８万２，０００円でございます。続い

て、歳出。２款保険給付費から４款基金積立金、補正額及び補正後額については歳

入と同額でございます。 

それでは、１０ページ、１１ページをご覧いただきたいと思います。 

今回の補正につきましては、歳入の主なものにつきましては、国、県等の補助金

の額が確定したことに伴う補正でございます。歳出につきましては、介護保険給付

費としまして施設介護サービス、地域密着型サービス等のサービス給付費の給付実

績に基づきまして減額補正、高額介護サービス、特定入所者介護サービス費の増額

をさせていただいております。  

それでは、歳入に入ります。  

３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目現年度分介護給付費負担金でございます。

こちらは歳出の２款の介護保険給付費に伴う国から補助金ですけれども、補助率と

して施設分、総額の１５％、施設分以外は２０％の補助になっておりますけれども、

交付額については国からの内示額ということで、内示額に合わせて減額補正をさせ

ていただいております。 

続いて、３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金です。こちらは現年

度分の調整交付金ということで、２５６万４，０００円の増となっております。市

町村の財政力の格差を調整するために国から交付される交付金ですけれども、後期

高齢者の加入割合とそれぞれの所得格差によって交付されるものでございます。  
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続いて、４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金でご

ざいます。本来は総額の３０％という率になってございますけれども、変更申請後

の確定金額ということで７６８万６，０００円の減額補正になってございます。  

２目地域支援事業費支援交付金、４万７，０００円の増で交付決定額というふう

になっております。 

続いて、５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金ということで、負

担金１７４万９，０００円の減になっています。変更交付申請後の確定金額という

ことで、減額補正をさせていただいております。  

２項財政安定化基金支出金、１目財政安定化交付金ということで、２３９万７，

０００円の増です。これは第５期の保険料の上昇を抑えるために都道府県に設置さ

れている財政安定化基金を取り崩し給付費に充てていくものですけれども、当町の

交付金予定額として５６２万６，０００円というふうになっております。  

続いて、次ページ、１２ページ、１３ページです。  

７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、１０４万２，０００

円の減額になります。これは、２４年度保険給付費の実績見込み額に基づきまして、

法定分１２．５％分の差額ということで減額補正をしております。  

続いて、１４ページ、１５ページをご覧ください。 

歳出になります。２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サー

ビス給付費は、財源更正になってございます。 

３目施設介護サービス費、施設介護サービス給付費ということで９００万の減額

補正です。こちらは、施設入所者が昨年度より減少し、当初見込みよりも給付費が

減少したことによる減額補正です。昨年度末の３月時点では、三つの施設で６８人

の利用でした。今年度１２月現在では６２名ということで減っております関係で、

減額補正をさせていただいております。減った理由としては、やはりお亡くなりに

なられた方がおられる関係でございます。  

続いて、７目居宅介護サービス計画給付費につきましては、財源更正になってお

ります。 

続いて、９目地域密着型介護サービス給付費ということで、地域密着型介護サー

ビス給付金、８００万円の減になってございます。地域密着型介護サービスの中に

は、認知症対応型生活介護、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、介

護老人福祉施設入所者生活介護が含まれておりますけれども、減額の理由としては、

認知症対応型生活介護、グループホームと呼ばれるものですけれども、こちらの利

用者が減っている関係です。２３年度は率といたしまして１６人の利用でしたけれ

ども、２４年度は１３人となっております。今年度、新規に利用している方は６人

いらっしゃるのですけれども、こちらもお亡くなりになる方が６名おられて、全体

的には利用者が減っているために減額をさせていただいております。  

続いて、１６ページ、１７ページです。  

２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費につきましては、財
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源更正になっております。  

続いて、３項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費ということで、高

額サービス給付費、６１万８，０００円の増です。こちらは、要介護１から５まで

の方の介護サービスの一部負担金が一定額を超えたときに、その超過した分の給付

となってございます。当初予算は１カ月平均で６５万円ということで想定しており

ましたけれども、直近では７０万円を超える月が続いたために、あと２カ月分を７

０名ほど見込んで不足分を増額補正するものでございます。こちらの理由といたし

ましては、町内に地域密着型の小規模特養ができた関係で、入所者が増えている関

係で高額が伸びているというような状況になってございます。  

続いて、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、特

定入所者介護サービス給付費ということで、２８８万７，０００円の増となってご

ざいます。こちらも、要介護１から５までの方の利用の施設サービスの居住費及び

食費が自己負担になったことで、市町村民税非課税の世帯の方と年間収入等により

低所得者対策として補助するものでございます。今年度、当初１３０万円程度で見

ておりましたけれども、直近では１６０万円を超える月が続いたために不足分を増

額補正させていただいております。この理由といたしましては、高額と同じように、

小規模特養の入所者の影響額を２４年度当初予算では新規にプラス７人というこ

とで見ておりましたけれども、今現在２０名ほど、新規で特定入所者のサービス給

付費から給付を補填しているというような関係で不足分が生じているというよう

な内容になってございます。  

続いて、１８ページ、１９ページです。  

３款地域支援事業費、１項介護予防事業費については、財源更正になってござい

ます。 

４款基金積立金、１項基金積立金、１目介護保険財政調整基金積立金ということ

で、１９７万７，０００円の増額補正です。こちらは、１２月会議におきまして４

７３万７，０００円ほど減額しサービス給付費に充てさせていただいておりますけ

れども、最終的に国、県等の補助金が今年度確定した中で残が見込めますので増額

補正をするものでございます。 

なお、今回の補正を受けまして、今年度末の基金の予定額は２３年度末の９５８

万６，０００円と合わせまして３，００４万４，０００円となってございます。  

説明については以上でございます。  

○議長（茅沼隆文） 

 説明が終わりましたので、質疑に入ります。  

 質疑をどうぞ。 

山田貴弘君。 

○８番（山田貴弘） 

８番、山田貴弘です。 

１４、１５ページの施設介護サービス費と地域密着型介護サービス給付費という
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ことで、施設を利用される人数、亡くなられた方とか、そういうので人数が減って

いるということで減額の補正を入れているというのでは理解はしております。現状

の施設の状況、それをちょっと聞きたいのですけれども。人数は減っているのです

けれども、例えば、町外の住所登録をしている人が、その後、入っているのかとか、

施設自体は満床なのだけれども開成町からの給付を受ける人が減っているのかと

いう、そこら辺をお聞きしたいのですけれども。現状ですね。現状が、どのように

なっているか。よろしくお願いします。  

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

それでは、お答えします。  

施設介護サービス費につきましては、三つの施設、老人保健施設、特別養護老人

ホーム、あと療養型ということで、３施設に関しての給付費になってございます。

この補正を組み立てた時点では、現状でも減ってはいるのですけれども、ただ、近

隣の小田原のところに１カ所、老人保健施設が１２月オープンしました。その関係

で、どれだけ、うちの町の方が利用されるかということで懸念をしていた部分がご

ざいまして、今現在、新規に老人保健施設に１２名入所しているということで聞い

ております。今回の減額補正につきましても、あと２カ月分、その１２名分の給付

費を支出したことも考慮しながら減額補正をさせていただいています。ただ、２５

年度当初予算を組むときには、その辺の情報が入っていなかったということで、施

設給付費については２４年度の状況を見ながら組み立てた部分がございますので、

２５年度、状況によっては、また補正というような形で上程をしなければいけなく

なってしまうかなというふうに思っております。  

あと、もう一つ、地域密着型介護サービスについては、町内に１カ所、小規模特

別養護老人ホームというのが２４年度の４月からオープンしてございますけれど

も、最高で町内の方が入所されたのは２２名ほど入っていた月もいらっしゃいます。

今時点では２０名というような形になってございます。  

以上です。 

○議長（茅沼隆文） 

高橋久志君。 

○２番（高橋久志） 

２番、高橋久志です。 

１８ページの基金積立金について質問いたしますが、この中の財源の内訳として

県からの基金の関係が載っているわけでございます。この件については、１０ペー

ジのほうの財政安定化基金支出金、これが丸々、開成町の財政調整基金のほうに積

み立ててくるということはわかりますけれども、介護保険料の値上げのときも財政

調整基金の話がいろいろ出たわけですけれども、町として財政調整基金の捉え方、

あるいは金額をどれくらい今後、考えていくのか、これから先のこともございます
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ので考え方を聞かせていただければありがたい。  

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

では、ご質問にお答えします。  

第５期の計画が今年度、２４年度から３年間で２５、２６年度までというふうに

なってございます。今回、国のほうが法律を改正しまして、都道府県にある基金を

３分の１崩してというところで、平成２３年６月２２日に介護サービスの基盤強化

のための介護保険等の一部を改正する法律によりまして、都道府県で積み立てた基

金を３分の１、保険料の上昇を抑えるために各市町村に交付するというところで、

今回、２３９万７，０００円ほど入ってきております。  

今回、要介護認定者が実際のところ４２０名ほど、直近ですと４３０名ほどにな

ってございまして、２３年度、４１０名ほどだったことに比べまして要介護認定者

が伸びております。ただ、全体的には、高額と特定の部分については増額補正させ

ていただいていますけれども、ほかの施設と地域密着型については減額させていた

だいております。 

要介護認定者が増えてはいるのですけれども、中の認定者の割合というか、構造

が少しずつ変わってきております。昨年までは、要支援１と２の方たちが１５％前

後で推移していたのですけれども、今、直近で、要支援１と２の方が全体の１９％

ということで、約２０％、軽い方たちが増えているというような状況になりまして、

逆に、要介護５の方が昨年は１７％だったのですけれども今現在１３．７％という

ことで減っております。中で構造が少しずつ、重度の方たちが減って軽度の方たち

が増えているというような構造になっております。その関係もありまして要介護認

定者が増えているのですけれども、全体的には少し給付費の残が見込めたのかなと

いうところで考えて捉えております。結果的には３，０００万ほど、基金に積み立

てることができたのですけれども、先ほど申しましたように、施設の老人保健施設

が近隣にできた関係での入所者の増を考えると、なかなか、今後、厳しいものにな

るかなというふうに思っております。  

○議長（茅沼隆文） 

いいですか。 

菊川敬人君。 

○１番（菊川敬人） 

１番、菊川です。 

１６ページのところの高額介護サービスの給付事業とその下の特定入所者の介

護サービスのところで、先ほどの説明の中で入所者が増えているということで、こ

れは地域療養型のところで増えているような説明を受けたのですが、それからしま

すと、特定入所者の介護サービス給付を受けながら、さらに高額療養の介護も受け

ている、ダブってサービスを受けているというような形に私はちょっと受けとめて



－２２４－ 

 

しまったのですが、そういうような現状はあるのでしょうか。  

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

特定入所者介護サービス給付費というのは、所得が低い方に対して所得に応じて

自己負担の居住地と食費の部分について限度額が設けられております。施設を利用

する人、あと短期入所で食費等が発生する人について該当するサービスになってご

ざいますけれども、こちらも地域の中で小規模特養ができた関係で一応、該当にな

る人、所得の状況によって、例えば、生活保護受給の方で老人福祉年金受給者で世

帯全員が市区町村住民税非課税の方は食費を３００円に抑えるということで、それ

以上のものについては町が持ち出しというような形になってございます。その部分

と、高額についても、それぞれの生活保護受給の方ということで１人当たりの限度

額が決まっております。中には基準額を超える方については同じに該当する方もい

らっしゃいますけれども、それぞれの算定基準が異なって支出するというような形

になっています。 

○議長（茅沼隆文） 

菊川敬人君。 

○１番（菊川敬人） 

特定入所者の介護サービスは地域密着型も含まれていますよね、サービスの該当

者の中に。高額介護の場合は段階があるわけですけれども、給付段階で今、開成町

の中で何段階の方が一番、該当する方が多いのでしょうか。  

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

特定入所者に関しましては、第２段階に該当する方が一番多くて、これは１月の

利用分になりますけれども、４８人の方が利用されている形になります。第１段階

の生保の方が該当になる人は１人だけでございます。あと、第３段階の方が１０名

というような形になっています。  

○議長（茅沼隆文） 

菊川敬人君。 

○１番（菊川敬人） 

高額介護の場合も、そうでしょうか。高額介護も４段階に分かれていますよね。

その中で一番多い段階の方と、あとは、その方の上限の負担額は幾らなのでしょう

か。負担段階というのですかね。  

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

高額の負担段階の人数についてはちょっと資料を持っていないのですけれども、
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四つに分かれております。高額で生活保護受給の方等については、個人の限度額に

ついては１万５，０００円になっております。次に、世帯全員が市区町村民税非課

税で老齢福祉年金受給者の方、あと前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が

８０万円以下の方等も個人の限度額は１万５，０００円になっています。あと、世

帯全員が市区町村民税非課税で前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８

０万円を超える方は個人の限度額が２万４，６００円、市区町村民税課税世帯の方

は個人の限度額は３万７，２００円となっています。  

○議長（茅沼隆文） 

いいですか。 

小林哲雄君。 

○７番（小林哲雄） 

７番、小林です。 

私も、この１６、１７ページの中段と下段について、ちょっと確認をさせてくだ

さい。 

介護保険施設等が町内にできることは住民の方にとっては大変好ましいかなと

思うのですが、反面、財政の面からいくと当然負担が増えるということで、リスク

をしょうのは承知しております。今回、増額補正ということなのですが、町内に小

規模特養ができたという理由はわかりますが、この辺の金額の推移が、このまま横

並びで推移していくのか、今後、まだ上昇する可能性があるのか、その辺の見込み

についてお聞きしたい。 

もう１点は、平成２４年度から新たに介護の３カ年の初期の年度になって、基本

的には、１８ページの財政調整基金については一番積み上げなくてはいけない時期

だと思うのです。それが見込みよりちょっと減ってきているということで、将来的

に不安があるなということなので、基金の見込みについてもあわせてお伺いします。 

もう１点、あわせて、歳入のほうの１０ページの財政安定化交付金、これの使い

道について、町のほうで３分の１を取り崩してというようなお話があったのですが、

これについては、例えば、介護保険の財政が厳しくなったよといったときには、３

分の１ではなく２分の１とか３分の２の切り崩しも可能なのか、その辺の確認もお

願いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

では、１点目の高額の見込みというところです。先ほど、施設サービスの新規の

方が１２名ほど、新規におられるということでお話をさせていただきました。当然、

居住費と食費を補填する特定入所者介護サービスについては該当する部分が出て

くるというふうに考えておりますので、高額の部分につきましても、今後、増える

動向は続いていくというふうに捉えております。２５年度、先ほどもお話しさせて

いただきましたけれども、その辺の新規で近隣にできた施設の伸びという部分を余
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り見込んでいなかったというところがございますので、また今後の状況によっては

補正を上程させていただくかもしれないというふうに思っております。  

あと、基金の部分につきましては、今年度が初年度ということで３，０００万ほ

ど基金を積み上げることができたのですけれども、今の状況を考えますと、施設に

入所される方が１人増えるだけで１年間３００万円ほどかかってしまうという現

実を考えますと、この３，０００万という金額がかなりシビアな金額だなというふ

うに捉えておりますので、２５年度以降は、より厳しいものになるであろうという

ふうに思っております。 

あと、１０ページの３点目の県の財政安定化基金の交付金ということですけれど

も、これは国の２３年６月２２日に公布されております介護保険法の一部改正をす

る法律に基づきまして、３分の１、市町村に交付するというふうにうたわれてござ

います。ですので、この法律に基づいて３分の１相当額ということになっておりま

すので、これについては３分の１のままの状況であるというふうに考えております。 

○議長（茅沼隆文） 

小林哲雄君。 

○７番（小林哲雄） 

町内に施設があると。今現在、施設の使用状況が、ほぼ満床に近いのかどうか。

満床に近いのであれば、新たな増員というのはなかなか考えられないのですが、満

床ではなく、まだ余裕があるよということになれば、新たにそこに入ってくる人が

いるので介護保険費の増額が考えられると。その辺の今の施設の利用状況、満床に

ほぼ近いのか、まだ空きがかなりあるのか、その辺を確認をさせてください。  

それで、基金のほうなのですが、うちの場合、近隣に比べて、かなり、前回、保

険料を値上げして、かなり住民の方も苦労したのですが、それでも追いついていか

ないということは大変不安なのです。今、ご説明のように、１人増えると３００万、

支出が増えるということなので、今後の見通しについてはかなり危機感を持ってい

かなくてはいけないのかなというふうには思っております。ということで、県のほ

うの基金について、緊急時にはこれは使えないのかどうか、もう一度確認させてく

ださい。法律では、確かに３分の２はいいですよという話なのですが、これが、も

し財政調整基金が不足して赤字になったと、基金がマイナスになるおそれがあると

きには県の交付金が緊急的に使えるのかどうか、その辺の確認もさせてください。 

○議長（茅沼隆文） 

保険健康課長。 

○保険健康課長（田辺弘子）  

では、１点目の施設の状況というところですけれども、今、町内にある入所する

施設については、ほぼ満床です。先ほど、小田原の栢山にできたということで、施

設が１カ所、新規にオープンしたというふうにお話しさせていただきましたけれど

も、そこが、また近々、たしか１００床と聞いたような気がするのですけれども、

新規に施設をオープンするという話を聞いております。その関係で、かなり、開成
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町から距離的にも近いということで、この辺の危機感というのはこちらも感じてい

るところはございます。 

あと、２点目の基金の関係でございます。議員おっしゃるように、赤字の状況に

なった場合には、こちらの県の基金から借り入れをすることは可能でございます。

ただ、それは、借りて返さなくてはいけないというところはございますけれども、

借りることは可能でございます。  

○議長（茅沼隆文） 

小林哲雄君。 

○７番（小林哲雄） 

小田原の栢山で新規が１００床を予定しているということで、大変不安と。こち

らから通っていけば、当然、住民は開成町の住所がありますので、こちらからいろ

いろな保険料等の支援をしていくということは理解いたします。  

今、県のほうの基金についても、基金をおろして使うのではなくて借り入れると

いうことで、もし、そういう場合になったら、平成２７年度から始まる新規の期の

ときに、かなりまた値上げの案件が出てくるのかなという心配をしますが、できる

だけ、そういうことのないように、ぜひ運営努力等でやっていっていただければと

いうふうには思うのですが。これは、なかなか口で言うのは簡単、実現するのは難

しいと思うのですが、ご苦労を考えながら、より一層頑張っていただくようにお願

いいたします。 

終わります。 

○議長（茅沼隆文） 

 それでは、お諮りします。質疑を打ち切り、討論を省略して採決することに、ご

異議ございませんか。 

 （「異議なし」という者多数）  

○議長（茅沼隆文） 

 ご異議なしと認め、採決いたします。  

 議案第２３号、平成２４年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）の

原案に賛成の方の起立を求めます。  

 （起 立 全 員） 

○議長（茅沼隆文） 

 起立全員によって可決いたしました。 

 


